






























































































1 一 1．37 1．24 一 ．82
2 4．92 、59 一 1．45
1 3 一 ．12 ．75 一 ．65
4 一 4．98 ．81 ．53
5 1．28 1．09 一 ．27
1 一 2．45 ．85 一 ．26
2 一46 ．20 一 ．67
2 3 2．95 ．76 一 ．25
4 ．38 ．53 一 ．32
5 ．46 ．92 一60
1 8．95 ．68 一 1．87
2 32．71 2．86　一10．07
3 3 一 14．80 1．42 1．54
4 一 3．99 1．00 ．33
5 一 26．71 ．37 一 ．11
1 一 ．32 一 ．30 44
2 1．82 ．62 一 ．72
4 3 一 1．69 1．02 一 ．64
4 3．24 1．47 一 87




























































































































































































































































































































































































































III Groups夕1．2 γ1．3 γ2．3　γ1．4 7ρ2．4　　　　　　γ3・4





































































































































Groups 1 ? m IV
1 一 29．00 3．36 16．00一 1．00
2 一 8．64　　一4．91 ．27 一 5．73
3 一 15．27　　一1．00 5．09 一 3．36
4 6．64 3．64 1．18 4．91
5 一 9．55 9．73 11．00 一 1．82
6 一 2．91 一 18 一 2．18 一 ．18






























Groupsβ　　　γ β　　　γ β　　　γ β　　　γ
1 ．63　　　．54 49　　　．83 ．40　　　．67 ．87　　．27
2 一 18　－14 ．73　　　．36 ．91　　．73 1．03　　　．61
3 1．04　　．581．18　　　．831．40　　．65 ．28　　　．15































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1 一 8．07 一 ．93 一 ．34 一 ．84
1 2 一 4．43 1．52 3．11 2．70
3 一 10．16一 1．11 7．02一 1．93
4 一 6．34 3．89 6．20 一・．93
1 一 6．02一 4．98 1．48 一 2．70
2 2 1．98 2．20 1．48 一 ．52
3 一 6．30一 4．43 1．84 ．75
4 1．70 2．30 ．30 一 3．25
1 一 3．34 1．61 1．51 ．43
3 2 一 ．07 ．89 1．48 2．34
3 一 6．70一 2．39 1．84 一 1．93
4 一 5．16一 1．11 ．30t一 4．20
1 5．80 4．75 一 ．57 2．48
4 2 ．80 ．02　一1．02 一 1．16
3 一 ．20 ．11 一 2．57 1．48
4 ．25 一 1．25 5．34 2．11
1 一 ．98 2．34 5．48 4．61
5 2 一 2．16 4．169．48 ．80
3 一 、3．16一 2．48一 6．98 一 8．02
4 一 3．25 5．70 3．02 ．80
1 一20 2．84一 2、30 1．39
6 2 一 5．93 一 2．52　一1．48 ．30
3 4．98 ．75 1．52 ．02
4 一 1．75 一 1．25 ．07 一 1．89
1 ．52’ 1．93 3．162．39
7 2 一 ．48 4．30 一 ．75 一 1．61
3 一 5．30 一 1．89 一 ．75 一 1．16





























































III IVGroups ? ? β　　　γ ? ? ? ?
1 ．35 ．31 ．63　　．69 ．40 ．26 ．69 ．58
1　　　　　2 ．29 ．25 ．79　　．85 ．31 ．74 ．61 ．69
3 2．04 ．51 ．35　　．21 ．20 ．76 ．28 ．15
4 1．64 ．74 ．56　　．32 1．22 ．73 一 ．51 一 ．33
1 一 ．42 一 ．43 ．72　　．22 ．54 ．21 ．05 ．02
2　　　　　　2 一 ．40 一 ．22 ．16　　．12 ．40 ．30 1．41 ．76
3 1．57 ．52 ．63　　．66一 ．09 一 ．20 1．15 ．85
4 ．49 ．39 1．01　　．921．18 ．90 ．66 ．63
1 ．43 ．20 　　　　　　　・「．97　　．52 ．45 ．35 1．08 ．77
3　　　　　2 ．75 ．59 ．64　　．63 ．23 ．16 1．48 ．56
3 ．Ol ．01 ．94　　．61一 ．96 一 ．41 1．92 ．86
4 ．85 ．51 ．45　　．65 ．03 ．03 ．95 ．54
1 1．10 ．73 ．39　　．19 ．60 ．28 一 ．33 一 ．21
4　　　　　2 1．14 ．94 ．11　　．05 ．22 ．14 ．91 ．74
3 ．30 ．38 一 ．26　－．25 ．66 ．71 ．00 一 ．01
4 1．43 ．68 ．88　　．60 ．50 ．44 一 ．39 一 ．44
1 ．00 ．13 ．50　　．64 ．19 ．06 ．10 ．13
5　　　　　2 ．76 ．77 1．06　　．83一 ．25 一 ．21 ．41 ，42
3 ．95 ．43 ．91　　．73 ．05 ．07 一 ．05 一 ．16
4 1．48 ．61 ．19　　．14一 ．70 一 ．36 ．12 ．06
1 ．88 ．35 一 ．03　－．02一 ．46 一 ．28 ．66 ．60
6　　　　　2 ．41 ．57 ．65　　．38 ．79 ．82 ．62 ．78
3 ．56 ．62 1．40　　．93 ．67 ．58 ．33 ．37
4 一 ．08 一 ．07 ．83　　　．57 ．83 ．60 ．48 ．43
1 一 ．05 一 ．02 ．95　　．98 ．01 ．01 ．26 ．29
7　　　　　　2 ．44 ．44 1．01　　1．01一 ．00 一 ．00 ．00 ．00
3 ．13 ．06 ．00　　．00 一 一 一 ．15 一15
4 1．50 ．57 ．21　　．38 ．13 ．08 ．38 ．33
Table　l　l　Eπors　in　achievement
Groups 1 ? m IV
1 105．09106．27 54．00 48．82
2 116．82 108．00114．55130．73
3 349．4540．82 42．27 37．91
4 30．45 21．55 27．00 25．91
5 538．64158．0064．64 89．36
6 33．18 42．91 89．64 62．09






Groups 1 ? III w
1 861．00136．09327．64 9．oo
2 131．9141．27 36．6437．91
3 257．0916．27 31．45 15．00
4 50．64 26．18 17．91 45．64
5 128．64127．91 181．0017．45
6 21．64 41．45 21．27 18．73







Groups 1 ? III w
1 21．36173．09 499．4534．00
2 188．3665．09 88．27 52．82
3 51．45 14．91 99．91 22．91
4 11．82 38．45 16．91 29．00
5 180．18468．45256．7383．00
6 35．36 40．0050．18 50‘．09
7 16．45 45．73 3．45 24．18
Note：Scores　are　mean　squares　of　deviations
　　　of　group　achievement　from　s㎜of　individ－
　　　ual　goals．
F11（0．05）＞Fo（between　situations）＝1．35
F1亀（0．05）＜Fo（between　groups）＝2．74°
の特異性に根ざす問題が当然含まれるであろ
う。
　集団のシステムには，自ら目標を設定する過
程が含まれる。このことは設定された目標を自
ら改変する機構を具えていることにもなり，そ
れが人間ないし人間集団のシステムーつの特色
と考えられる。この実験においても個人目標の
設定過程を取扱った。しかし成功・失敗体験が
要求水準に影響を及ぼす事実に類似する現象が
目標設定過程に当然みられるであろう。成功・
失敗，その他の要因が個人目標の設定・改変に
いかに影響を及ぼすかという検討が必要であ
る。また，集団目標から個人目標を設定する際
には，集団における個人の役割分担の意識が強
く作用するものと考えられる。この実験では，
成員各々の分担が事前に決定されてはいなかっ
たから個人の役割意識が中心となっていたと思
われる。これらの点についてもさらに検討しな
ければならない。また，ここでは集団目標は実
験条件として外から与えられたものである。こ
の集団目標自体が集団成員によって設定，改変
される機構の解明も必要であろう。
　集団システムが，個人調整機能をもつ成員を
構成要素として構成されるということも，特色
の一つと考えられる。ここでも集団成員として
集団状況に置かれた個人の調整機能を取上げた
が，実はこの個人調整機能の解明は容易ではな
い。人間一機械系における人間の伝達関数の推
定が試みられているが，フィードバックされる
“ 情報の種類，検出の頻度，誤差の性格，運動系
　における精度等を含む調整過程の段階の特性と
　ともに，機構そのものの解明が必要である。
　　集団システムでは言語を媒体とするコミュニ
　ケーションにより情報の伝達が行なわれる。こ
　の特色が，コミュニケーション網の性格，情報
　伝達の精度をはじめ，調整システム全体の特色
　となるものと考えられる。この実験で用いられ
　た言語は数量を中心とするものであった。しか
　しリーダーの指示の伝達には，勢力構造をはじ
　め多くの要因が伝達受容過程に影響する。勢力
　構造は，ダイグラフ等で表わすことも可能であ
　ろうが，リーダーと各成員の関係はさらに詳し
　い解明が必要であろう。情報の伝達と受容が言
　語を媒体とするときには，情報理論での情報量
　の損失等の概念を以てしては処理しえない誤
　差，損失，歪曲が生じる。コミュニケーション
　網は，ここではリーダー対各成員といういわば
　車軸型をなしていた。このようなコミュニケー
　ション網が情報伝達の精度，調整システムを特
　色づけているであろう。
　　情報が言語を媒体とすることと関連するが，
　業績の評定，誤差の検出，調整が離散的である。
　入出力が離散的な場合，循環の頻度，情報の種
　類および精度はいかなる程度が最適かという問
　題が生ずる。誤差の多く生ずる過程では数量の
　使用，冗長度の増加等の手段が構ぜられるが，
　これらの側面の問題の解決には，情報の種類，
　コミュニケーション網の自然発生的状況の分析
　が必要となるであろう。ここでも離散的な情報
　伝達，調整のシステムを取扱った。しかし情報
　の種類および循環の頻度は，実験的に定められ
　ていた。この状況下における最適システムを推
　定するための，オペレーターの性格と誤差水準
　の検討，動学的分析が必要である。
　　　（付記）実験の実施にあたって，東京都港区
　立桜川小学校外村近先生，小金井市立本町小学
　校長桜福之助先生および同校小林英樹先生のご
　協力をいただいた。記して深く謝意を表します。
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AStudy　on　Self－Control　System　of　Groups．
Masao　Ohta
　The　purpose　of　this　study　was　to　explore　the　self－control　system　of　h㎜an　groups，
and　specified　its　characteristics．　Subjects　were　35　fifth－grade　boys　of　two　elementary
schools　and　were　divided　into　7　groups　of　5　members．　Experimental　task　of　each　group
was　to　continue　adding　l　to　each　random　number　for　20　seconds．　The　total　products　of
group　members　were　regarded　as　group　performance．　Four　experimental　situations　were
settled．　In　I　situation，　members　were　given　only　goal　information　by　their　leader；in
II　situation，　both　goal　information　and　feedback　information；in　III　situation，　both　goal
information　and　discrepancy　between　group　goal　and　performance；in　IV　situation，
goal　information　and　the　instruction　of　leader．　In　the　situation，　leader　instructed
according　to　the　discrepancy　between　group　goal　and　pe㎡ormance，　to　increse　or
decrese　the　product　of　each　member．
　　The　system　of　group　was　illustrated　by　Fig．2．　WI　was　a　operator　composed　of
proportion（1），　difference（4），　and　s㎜mation（Σ），　and　their　weights　were　estimated　by
means　of　multiple　regression　coefficients．　W2，　W3　and　the　operators　of　individual
members　were　also　estimated．　The　deviations　between　the　group　goal　and　performance
were　obtained　as　errors，　and　the　errors皿der　four　different　situations　were　compaired．
